
（１） コンベンションの誘致セールス
（２） キーパーソンの招聘
（３） 各種セールスツールの製作・配布

（１） ＪＮＴＯ・JCCBの活用
（２） 東北地区コンベンション推進協議会への参画
（３） 7都市情報交換会への参画
（４） 各種統計・調査

（１） 支援ツールの製作・提供
（２） 歓迎ムードの醸成
（３） あきたコンベンション応援団の活用

（１） 県外への観光PR
（２） あきた観光レディーによる観光PR
（３） 観光ガイドブックの製作・配布
（４） 各種イベント、市内滞在型観光の推進
（５） 修学旅行等の誘致　　【新規】

（１） 秋田市観光案内所の運営
（２） 秋田市観光案内人の活用
（３） 受入態勢づくりの強化
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 平成２８年度事業計画 

事業年度 平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日 
 

 

 

事業計画作成にあたって 

 

 

 

 平成２５年度のデスティネーションキャンペーンに始まり、平成２６年度の国民文化祭

の開催など、観光振興に追い風が吹く中、昨年５月に開催された東北六魂祭は、他に類を

見ないほど多数の来場者で賑わい、大きな経済効果がもたらされました。これら大規模な

イベントが連続して開催されたことにより、観光業界には様々なノウハウが蓄積されたほ

か、一般市民を始め様々な分野においても観光振興の重要性が浸透したものと考えており

ます。また、本年４月１日より、秋田市の機構改革において「観光・文化・スポーツ」が

融合した新しい部が創設されることとなり、これまでの観光資源に新たな素材を組み合わ

せた観光振興政策が期待されます。 

平成２８年度事業計画を作成するにあたり、これらの状況を好機と捉え、コンベンショ

ン事業では、これまで実施してきた「コンベンション開催支援助成金交付事業」および「各

種支援メニュー」において、助成対象ではなかったスポーツコンベンションにも対象の幅

を広げることで、誘致・支援事業の拡充を図ります。 

観光事業においては、秋田市および秋田商工会議所等と連携し、これまでの大規模イベ

ントで培ったノウハウを活かした「（仮称）オール秋田「食と芸能」大祭典」を開催する

ほか、観光客誘致事業の新たな対象として修学旅行の誘致に取り組むこととし、新たな観

光資源の発掘と磨き上げにより、滞在型・体験型観光の推進を図ります。また、２０２０

年の東京オリンピック開催による外国人観光客等の増加に向けた語学研修や、インバウン

ド対応の外国語版ホームページの開設など、おもてなしの充実にも積極的に取り組んで参

ります。 
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【公益目的事業】 

Ⅰ コンベンション事業 

１ 誘致事業                    １，６８４千円   

コンベンション誘致には、地元学協会事務局およびキーパーソンの開催意思表示が大き

な要素となることから、幅広い情報収集に努め、本部事務局の情報を基に地元関係者に対

し、効果的に積極的なセールス活動を行う。 

また、誘致情報や折衝記録など一元化したデータベースを活用しながら、首都圏を中心

とした本部事務局等開催する可能性の大きい所を定期的に訪問し、コンベンション開催支

援助成金制度やコンベンション施設、観光情報など、秋田の魅力を売り込むことで誘致の

実績向上につなげる。 

 

（１）コンベンションの誘致セールス                １，０２９千円 

 情報収集事業をはじめ、ＪＣＣＢ開催意向調査データ※Ｐ４参照、東北地区誘致懇談会およ

び７都市情報交換会等で得た情報をもとに、県内外のキーパーソンおよびコンベンション

主催者に対し、積極的なセールス活動を実施し、早期の秋田開催の決定を促す。 

 

 ・地元セールス・・・・随時 

 ・首都圏セールス・・・年１０回程度（目標８０件～９０件） 

 〈開催の可能性があるターゲット件数〉     

   分類 ３年以内実施 ５年以内実施 ５年以上での実施 

学術（医学系） １ １ ８ 

学術（医学系以外） ２ ７ ２１ 

同業種団体 ４ ６ １２ 

その他団体 － － ２ 

合計 ７ １４ ４３ 

 

（２）キーパーソンの招聘                       １９１千円 

 秋田開催の可能性があるコンベンション主催者または開催を検討中の主催者を秋田市

へ招聘し、会場の立地や規模をはじめとする現地視察やアフターコンベンションの市内視

察など、秋田の魅力を実際に知っていただくことで、誘致決定に結びつける。 

 

 ・年間２件（予定） 

  

（３）各種セールスツールの製作・配布                   ４６４千円 

 コンベンション開催誘致は、数年先の開催も視野に入れた活動になり、開催日の検討に

便利な６年カレンダーを製作し、開催事務局へ配布する。また、賛助会員へも配布し幅広

く活用を図る。 

 

  ・コンベンション６年カレンダーの製作 １，５００部製作 
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２ 情報収集事業                  １，４９１千円  

 

（１）ＪＮＴＯ・ＪＣＣＢの活用                   １７４千円 

   

ＪＮＴＯ（日本政府観光局） 

海外における観光宣伝、外国人に対する観光案内､国際会議の誘致･支援及びその他情報提供している。 

ＪＣＣＢ（日本コングレス・コンベンション・ビューロー） 

日本全体のコンベンション振興と人材育成等を図ることを目的に活動している。 

 

 

 ＪＮＴＯが発行するメールマガジンや海外向けガイドブックへ情報提供を行い、海外に

おける観光宣伝および国際会議の誘致促進を図る。また、ＪＣＣＢに参画し、年２回開催

されるコンベンションビューロー部会やコンベンション開催意向調査データを活用し、国

際・国内コンベンションの誘致促進につながる有益な情報収集を図る。 

 

 ・第１回コンベンションビューロー部会 ：平成２８年 ７月 （岐阜市） 

 ・第２回コンベンションビューロー部会 ：平成２９年 ２月 （京都市） 

 ・コンベンション開催意向調査データ 約４，４００件の主催者情報 

 

 

（２）東北地区コンベンション推進協議会への参画              ３１７千円 

新潟県の３市を含む、東北地区のコンベンション推進団体により結成される協議会へ

参画し、他都市の誘致活動状況や東北規模のコンベンション情報を共有するほか、東北

地区でのコンベンション開催増へ向け、会員都市が一丸となってコンベンションを東北

へ誘致するための合同誘致セールス事業を都内で開催し、有効な情報収集に努める。 

 

  ・定例総会     ：平成２８年 ８月（鶴岡市） 

 ・実務職員研修会  ：平成２８年１０月（福島市） 

・合同誘致セールス ：平成２９年 １月（東京都） 

 

※会員都市 青森県：青森市、弘前市、八戸市 

  （１７団体）岩手県：盛岡市 

        山形県：山形市、庄内地区、米沢市 

        宮城県：仙台市、気仙沼市 

        福島県：郡山市、福島市、会津若松市 

        新潟県：新潟市、長岡市、上越市 

        秋田県：秋田市、横手市 
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（３）７都市情報交換会への参画                    ６３７千円 

 全国規模のコンベンションは、全国を各ブロックに分けて持ち回り開催することが多 

いことから、７都市情報交換会加盟７都市において、今後各都市で開催予定のコンベン

ション主催者を誘致懇談会に招待し、紹介し合うことで効率的に情報収集し誘致活動に

結びつける。 

 

・誘致懇談会    ：平成２９年１月中旬 東京都 

・担当者会議    ：年５回（５月、１２月、１月、２月、３月） 

※加盟都市（旭川、秋田、前橋、岐阜、姫路、松山、鹿児島） 

 

 

（４）各種統計・調査                        ３６３千円 

 秋田市内で開催される予定のコンベンション情報を調査し、受け入れ態勢の整備に役

立てるほか、コンベンションカレンダーやホームページにより広く情報提供する。また、

コンベンション開催の成果を可視化するため、経済波及効果を新たに専門機関へ委託し

測定する。 

 

 

・コンベンション開催予定調査 

大 会 規 模 平成２８年度 平成２７年度(参考) 

国際大会  １  １ 

全国大会 ３２ ４１ 

東北大会 ５５ ４８ 

合 計 ８８ ９０ 

 

 ・経済波及効果 

平成２７年度コンベンション開催による経済波及効果(速報値) 

約４４億円（※六魂祭を除く） 

           

     県外参加者一人あたりの経済効果  

・直接的経済効果  ６５，７９２円 

・間接的経済効果 １２６，８９０円 

        ・経済効果    １９２，６６４円 

 

     ※ＪＣＣＢ発行の経済波及効果測定ハンドブックにより集計 

 



6 

 

３ 支援事業                                   ３，４１２千円   

 平成２８年度は、「日本スポーツマスターズ秋田大会」や「日本女性会議」など大規模

なコンベンションが開催されることから、充実した支援体制を構築し、きめ細かなおもて

なしにより秋田の魅力を提供し、県外参加者のリピーター化を図る。 

 

（１）支援ツールの製作・提供                   １，１４２千円 

 アフターコンベンションに活用できる観光ガイドブック等を無料提供するほか、コンベ

ンションバックを製作し、販売する。 

 

 ・観光ガイドブック配布予定数    ８８大会 

 ・コンベンションバック製作  １０，０００部 

 

（２）歓迎ムードの醸成                      １，９７２千円  

 コンベンションを歓迎するポスターを製作し、賛助会員の飲食店やお土産店舗へ配布す

るほか、伝統芸能出演料の助成やあきた観光レディーを無料派遣するなど、歓迎ムードの

醸成を図る。また、全国規模１，０００名以上のスポーツ大会（プロスポーツ除く）にも

対象を拡げ支援体制の充実を図る。 

 

・支援対象：国際大会１００名以上、全国大会５００名以上、東北大会８００名以上 

      全国規模１，０００名以上のスポーツ大会（プロスポーツ除く）  

・支援内容： 

歓迎ポスター・・・・・・・８５０枚製作し飲食店等へ配布 

  伝統芸能出演料助成金・・・出演料の１／２かつ上限５０，０００円を助成 

  あきた観光レディー・・・・２名まで無料派遣 

                                             

（３）あきたコンベンション応援団の活用                ２９８千円 

 コンベンションを円滑に開催させるため、ボランティアスタッフ「あきたコンベンショ

ン応援団」を派遣し、主催者をサポートする。   

 

・現在登録者：３０名（平成２８年２月末現在） 

・派 遣 対 象：国際大会１００名以上、全国大会５００名以上、東北大会８００名以上 

       全国規模１，０００名以上のスポーツ大会（プロスポーツ除く） 

・派 遣 人 数：延べ１０名まで無料で派遣 

 

４ コンベンション開催支援助成金交付事業      １６，０００千円  

これまで対象ではなかったスポーツコンベンションにも対象を拡げるほか、早期申請者

に助成額を手厚くすることで誘致活動におけるインセンティブ効果を高める。 

 

・主な交付条件：東北規模以上のコンベンションで県外参加者が１００名以上 

・助 成 金 額：県外参加者１名につき１，０００円 

※２年以上前の申請で最大３００，０００円を加算する。
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Ⅱ 観光事業  

１ 観光客誘致事業                ３９，９６９千円  

東北六魂祭のノウハウを継承した（仮称）オール秋田「食と芸能」大祭典を新たに開催

するほか、観光ＰＲイベントや物産展などへの積極的な参加や、ホームページ、誘客ポス

ターなどを活用した各種ＰＲを実施し、観光客誘致の促進を目指す。 

また、急増している中国や台湾からの観光客の秋田市への引き込みや、２０２０年開催

の東京オリンピックの影響による外国人観光客等の増加に向けた対応など、外国に向けた

誘客ＰＲを実施していく。 

そのほか、修学旅行等の受入を推進するため、観光資源の発掘と磨き上げを行い、本市

の滞在型・体験型観光などの基盤の整備を図る。 

 

（１）県外への観光ＰＲ                      ７，４３５千円 

 首都圏はもちろん、新幹線が開業する北海道や近隣県などで実施されるイベントへ参加

し、県や市などと連携した観光ＰＲを展開することで秋田への観光誘客を図る。 

また、ポスターやパンフレット、ホームページなどを活用し、秋田の魅力を広くＰＲす

ることで観光誘客に繋げていく。 

 

 ・県外での観光ＰＲ 

   浅草竿燈公演 

    期日：平成２８年５月２８日（土）～２９日（日） 

    場所：浅草（浅草寺境内、近隣商店街ほか） 

   東北六魂祭２０１６青森 

期日：平成２８年６月２５日（土）～２６日（日） 

    場所：青森市内 

   函館・東北チャリティープロモーション 

    期日：平成２８年７月２日（土）～３日（日） 

    場所：札幌市（大通公園） 

   はこだてグルメサーカス（北海道新幹線開業記念事業） 

    期日：平成２８年９月１０日（土）～１１日（日） 

    場所：函館市（大門グリーンプラザ、朝市ほか） 

・誘客ポスターによるＰＲ（秋田美人ポスター） 

製作部数 約３，０００枚（予定） 

掲出場所 首都圏ＪＲ主要駅、市内観光施設ほか 

 ・ホームページのリニューアル【新規】 

        国内外の観光客に対し様々な観光情報を提供するため、ホームページをリニュー

アルし、急速に普及するモバイル端末にも対応した新規ホームページを構築する。 

 

（２）あきた観光レディーによる観光ＰＲ              ３，９１７千円 

 「秋田竿燈まつり」をはじめ、県内外で予定されている各種観光イベントなどへの派遣

依頼に応じるため、任期２年目となる３名に新たに公募により選考する３名を加え、現在

と同様の６名体制で活動する。 
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（３）観光ガイドブックの製作・配布                ７，７２９千円 

 秋田市観光ガイドブック「遊来楽（ゆらら）」を製作し、秋田市の魅力と情報が詰まっ

た、活用しやすいガイドブックとして観光客の利便性の向上を図る。 
 

 ・冊子版        ４０，０００部 

 ・ダイジェスト版    ６５，０００部 

 ・外国語版       １９，５００部 【英語・韓国語・中国語（繁体・簡体）】 
 

（４）各種イベント、市内滞在型観光の推進             ８，３９２千円 

 中心市街地の賑わいを創出するため、千秋公園桜・つつじまつりを開催するほか、秋田

市や秋田商工会議所等と連携し、東北六魂祭で培ったノウハウを活かした(仮称)オール秋

田「食と芸能」大祭典を新たに開催し、県内外からの誘客に努める。 

また、アゴラ広場に「あきた蕗」を栽培展示し、秋田の特産品として観光客や市民など

に広く紹介するほか、オフシーズンとなる冬期間のメニューとして、なかいちウィンター

パークの会場内に「横手かまくら」を展示し、にぎわいを創出する。 
 

 ・（仮称）オール秋田「食と芸能」大祭典の開催【新規】 

    期日：平成２８年６月３日（金）～５日（日） 

    会場：エリアなかいち、アゴラ広場、広小路など 

 ・千秋公園桜・つつじまつり 

   期間：桜まつり・・・・平成２８年４月中旬から下旬（予定） 

     つつじまつり・・平成２８年５月中旬から下旬（予定） 

 ・あきた蕗の栽培 

    アゴラ広場に「あきた蕗」を栽培展示し、観光客などに広く紹介する。 

 ・冬期間メニュー 

中心市街地に「横手かまくら」を展示し、冬期間の観光ツールとして紹介するこ

とで、にぎわいを創出する。 
 

（５）修学旅行等の誘致 【新規】                １２，４９６千円 

 既存の観光資源の磨き上げと、新たな観光資源の発掘を行い、「体験できる秋田市」コ

ースを整備することで、本市滞在型・体験型観光の充実を図り、修学旅行生等の受入れを

推進する。 

 

 ・体験型観光メニューの確立 

    季節やニーズに応じた魅力ある体験型観光メニューを確立し、修学旅行や観光客

誘致に活用する。 

 ・体験観光受入施設等の研修 

    体験型観光の受入施設の従事者に対する研修を行い、受入態勢の強化を図る。 

 ・モニターツアーの実施 

    旅行代理店や教育関係者等に体験型観光のモニターツアーを実施し、体験型観光

のＰＲを図る。 

 ・首都圏セールス（旅行代理店・教育関係者等） 年１０回程度 

 ・ホームページ等の運用 

    体験型観光のホームページの構築や周知用パンフレットの作成を行い、体験型観

光の魅力をＰＲする。 
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２ 観光客おもてなし事業             １４，６８６千円  

秋田市を訪れた観光客を、きめ細かい「秋田ならではのおもてなし」で温かく迎えるこ

とにより、観光客に対する秋田のイメージアップを図り、リピーターの増加に繋げる。 
 

（１）秋田市観光案内所の運営                  １０，８４２千円 

市内や県内各所の観光施設や行事などの情報を、観光客のニーズに沿ってリアルタイム

に提供する。 

 

・職  員  数：４名 

・営 業 時 間：９時～１９時 （１１月～３月は１８時まで） 

・レンタサイクル：１１台所有 
 

（２）秋田市観光案内人の活用                   １，９３３千円 

秋田市の名所や旧跡、歴史や郷土芸能等を案内するボランティア「秋田市観光案内人」

を育成し、観光メニューとして活用するほか、「まちあるき観光」の魅力向上と充実を図

るとともに、“まちあるき観光案内所”を設置することで、観光客等に魅力ある「まちあ

るき観光」を提供する。 

 

・秋田市観光案内人の育成 

   現在登録者：３５名（平成２８年２月末時点） 

・まちあるき観光案内所 

   ４月中旬～１２月末の土日祝日や竿燈まつり期間、大型コンベンション開催時な

どに中心市街地の「エリアなかいち」内に設置する。 

 ・まちあるきガイドブックの製作 

部数 ２０，０００部 

 

（３）受入態勢づくりの強化                    １，９１１千円 

 年々増え続ける外国人観光客を温かく迎え、また来たいと思ってもらえるような態勢を

つくり上げるため、観光業の従事者を対象とした「おもてなしセミナー」を開催し、外国

人観光客の受入態勢を強化する。 

また、竿燈まつり期間中の外国語対応ブースの設置や、クルーズ船・チャーター便など

の歓迎セレモニーへの観光レディー派遣、多言語サイトでの情報提供など、国際化対応を

見据えた観光事業を展開していく。 

 

 ・おもてなしセミナーの開催 

  内 容：７月（接遇・マナー）、９、１０月（基本的な英会話）の３回開催 

  対象者：宿泊業、飲食業などの観光事業の従事者 

 ・外国人観光客の受入態勢の強化 

竿燈まつり期間中の外国語対応ブースの設置 

Ｗｉ－Ｆｉ環境の整備 

チャーター便、クルーズ船などのお出迎え 

ゆらら多言語サイト（英語・韓国語・繁体字・簡体字・タイ語）の管理運営 
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【収益目的等事業】 

Ⅰ 竿燈まつり事業 

１ 竿燈観覧席予約センターの運営          １，０３７千円   

 竿燈まつり実行委員会の委託を受けて、竿燈観覧席予約センターの運営を行う。 

 

  ・委託期間：平成２８年４月１日（金）から９月３０日（金） 

      団体予約開始：４月１日（金）１０：００から 

      個人販売開始：５月２日（月）１０：００から 

 

２ 竿燈まつり記念うちわの製作・販売          ６００千円  

 「竿燈まつり記念うちわ」を製作し販売する。 

 

  ・製作本数：２０，０００本 

  ・販売価格：１本１５０円 

 

３ 竿燈まつり事業の受託              ８，３６６千円  

 竿燈まつり実行委員会の委託を受けて、下記の事業を行う。 

 

  ・委託期間：平成２８年４月１日（金）から８月３１日（水） 

  ・業務内容：警備員の配置、従事者弁当の手配、臨時職員の雇用 

 

Ⅱ 売店等運営事業 

１ 売店運営事業                  ４，７０８千円  

 ①千秋公園売店運営 

  ・期間：４月中旬から１１月中旬 

  ・営業時間：９時から１６時（桜まつり開催時、悪天候時は閉店時刻変更） 

 

 ②県立中央公園スポーツゾーン売店運営 

  ・期間：５月から９月（イベント開催時のみ営業） 

   ※営業を賛助会員へ委託  

 

２ 自動販売機設置事業               １，７６０千円  

 ・設置箇所：千秋公園、八橋運動公園、スポーツパークかわべ、へそ公園、秋田県立中

央公園、ふるさと温泉ユアシス、特別養護老人ホーム花の家、高尾山（計３７台） 
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Ⅲ 組織推進事業 

  新規賛助会員獲得のため、賛助会員に対するメリットの検証や新たなサービスの充実

を図るほか、各種団体と連携し、新規賛助会員情報の収集と公益法人としての社会的地

位の確立を目指す。 

 

１ 賛助会員事業                    ６５６千円  

賛助会員が一同に会する場を提供し、相互の情報交換や親睦を深めることで一体感のあ

る組織づくりを目指す。 

・開催時期：平成２９年３月 

・会  場：未定 

 

２ 各種団体との連携                  ５８３千円  

地域活性化に向けた市民・県民や各種団体との連携会議等に積極的に参画し、情報交換

や人的交流を図ることで、賛助会員へ提供する最新情報の収集や、円滑な事業実施に結び

つける。 

 

 

 

 


